
「地域モビリティの再構築」出版記念 

第 7回地域公共交通総合研究所オンライン・シンポジウム 

〜危機に瀕する公共交通再生の道を示す！〜 

＜開催趣旨＞ 公共交通は、コロナ禍により「危」路ともいえる瀕死の状態にある中、地域モビリティを地方

創生の「宝物」に育て上げていくことこそがが、地域の活性化に最も「目に見える」効果を生むだろう。 

この明るい展望を見出していくために本シンポジウムを開催するものである。 

＜開催要項＞ 

開催日時：令和 3年 9月２日（木） 10:00〜17:00 

参 加 費：2,000 円 (ZOOM でのオンラインシンポジウム。ZOOM の URL は開催の１週間程度前にメールで送ります。) 

（参加チケット購入者の皆さまには、資料として無料で、2021年 8 月 5日新刊の「地域モビリティ

の再構築」（薫風社：定価 1,870 円本体 1,700 円＋税）を、ご住所にご送付いたします。）          

申込方法：https://chikoken.stores.jp からシンポジウム参加チケットを購入（クレジットカード・

コンビニ決済• 翌月後払い• PayPal• 銀行振込等）       スマホ用チケット購入サイト QRコード→ 

後  援：国土交通省、公益社団法人土木学会、一般社団法人計画・交通研究会、他 

＜プログラム＞ 

Ⅰ. 午前の部（10:00～12:00：120 分）                  （敬称略） 

①開会挨拶（三村 聡 岡山大学地域総合研究センター長・大学院社会文化科学研究科教授） 

②特別講演（25 分×2件） 

 １）「地域モビリティ問題の本質を考える」    

家田 仁 政策研究大学院大学特別教授・東京大学名誉教授  

 ２）「第２次交通政策基本計画のとりまとめにあたって」 

阿部竜矢 国土交通省総合政策局交通政策課長  

③調査報告（30 分）「新型コロナ禍と地域公共交通経営」 

大上真司 （一財）地域公共交通総合研究所副理事長 

Ⅱ. 午後の部（13:00～17:00：240 分） 

①  鼎談「地域モビリティの再構築」（60 分） 

冨山和彦 経営共創基盤 IGPI グループ会長・日本共創プラットフォーム代表取締役社長   

森 雅志 富山市前市長、富山大学客員教授・非常勤講師、DBJ特任顧問  

小嶋光信 （一財）地域公共交通総合研究所理事長・両備グループ代表（進行役） 

14:00～ 

②ショート・プレゼンテーション：各 20 分,質疑 20 分,計 1 時間 20 分 

 １）「超高齢社会のモビリティ」 鎌田 実  東京大学名誉教授   

２）「情報技術による再構築」    伊藤昌毅 東京大学大学院情報理工学系研究科准教授  

 ３）「脱炭素・持続可能な社会に向けた EU の地域交通政策」 

柴山多佳児(しばやま たける) ウィーン工科大学上級研究員  

 ＜休憩 10 分＞ 

15:30～ 

③パネルディスカッション（80 分） 

 テーマ「転換期の地域モビリティと未来へのデザイン再構築」岡村敏之 東洋大学国際学部教授（司会） 

加藤博和 名古屋大学大学院教授、神田佑亮 呉工業高等専門学校教授、伊藤昌毅 東京大学大学院准教授 

④閉会挨拶（岡村敏之 東洋大学国際学部教授） 

（以上 235分）     

問合せ先： （一財）地域公共交通総合研究所  事務局担当専務理事：町田 敏章 machida@chikoken.org    電話：086−232−2110 

「地域モビリティの再構築」出版記念 

第 7 回地域公共交通総合研究所オンライン・シンポジウム 
〜危機に瀕する公共交通再生の道を示す！〜 

 
＜開催趣旨＞ 地域の移動（モビリティ）を支える地域公共交通は、あらゆる意味で転換期にある。喫緊の課題と
して、昨今のコロナ禍で公共交通事業は「危」路ともいえる瀕死の状態にあり、中長期的には、少子高齢化と人
口減少下において様々な技術も活用した再構築が求められる。本シンポジウムでは、地域公共交通の現状の課題
をふまえ、その再構築に向けた論点と方向性、さらには方策について、様々な角度から議論し今後を展望する。 
 


